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【１ 成果の概要】 
(1) 黒毛和種去勢牛の育成から肥育前期に配合飼料の一部を大豆粕で代替し、飼料中の粗蛋白質
濃度を高めることにより、肥育前期までの増体を向上させ、出荷時期を通常の30か月齢より3.5
か月程度前倒しする早期出荷技術です。 

(2) 枝肉重量は劣るものの、肉質では差がなく、飼料費や経費が節減されることで、収益性は同
等になります。早期出荷により、牛舎の回転率の向上が期待され、年間出荷頭数を約20％増加
できます。 

【２ 技術の内容】 
(1) 飼料給与方法 

育成期は、濃厚飼料中の粗蛋白質濃度を25％、肥育前期は20％となるよう、配合飼料の一部

を大豆粕で代替します。肥育中期以降は、当所慣行の配合飼料を用い、大豆粕の添加は行いま

せん。育成～肥育前期は、乾草の食い込みを確認します。 

(2) 枝肉成績 

出荷月齢は3.5か月前倒しができます。枝肉重量は劣るものの、しまりの悪化等は見られず、

同等の肉質が確保できます。 

 

 

 

 

 

 

(3) コストおよび年間出荷頭数 

枝肉重量が劣る分、枝肉価格は下がりますが、飼料費や費用が削減され、収益性は同等です。

また、牛舎回転率の向上により、年間出荷頭数が 20％ほど増加します。 
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